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平成 16 年 7 月 7 日  

 

寄棟屋根の重量感と外壁の量塊感による落ち着いた外観 

ロングライフ住宅「ヘーベルハウス 新大地」発売 

 

旭化成ホームズ株式会社（代表取締役社長：岡本 利明）は、寄棟屋根の重量感と外

壁ヘーベルの表現する量塊感により、飽きのこない落ち着いた外観を実現したロング

ライフ住宅「ヘーベルハウス 新大地」を平成 16 年 7 月 10 日より発売します。 

従来当社の寄棟屋根商品は、多様な顧客ニーズに対応して、さまざまなテイストを

持つ外観パターンの商品を幅広く展開してきました。今回の商品では、素材である   

ＡＬＣコンクリート“ヘーベル”の持つ「温かさ」「柔らかさ」「厚み」といった質

感を生かして、オーソドックスな寄棟屋根との組み合わせにより“ヘーベルハウスら

しい美しさ”を追求しました。 

ファサードは、ヘーベルの質感を生かして量塊感を際立たせる壁面構成を行い、内

部空間と外部空間を繋ぐ開口部の印象的な使い方をすることで、端正で美しい形状と

しました。同時に、建物全体から余分な装飾的要素をなくすとともに、軒先形状や縦

樋部などの細かい納まりの変更により、すっきりとした重量感を感じさせる寄棟屋根

を組み合わせることで、飽きのこない落ち着いた美しさを実現しています。 

外壁には、固く積み重なった堆積土調のジーファスタイプ「ＰＪ目地」を新たに追

加し、寄棟屋根の重量感と合わせて、大地にしっかりと根付く印象的な外観を表現し

ています。 

構造面では、昨年 4 月に 3 階建商品に導入した「極低降伏点鋼（ごくていこうふく

てんこう）」を利用した制震構造を導入（注）することで、従来以上に建物の強度を

保ちながら設計の自由度を高めることが可能となり、大きな開口部や大空間の設計が

容易となりました。さらに、小屋裏の床にもＡＬＣコンクリート“ヘーベル”を使用

している構造特性を生かし、断熱性能や使い勝手を向上させることで、収納空間とし

ての充実を図りました。 

販売価格は 3.3 平米あたり 60 万円から、初年度販売目標は 1,000 棟を予定していま

す。 

（注）制震構造の導入については、この 7 月から低層戸建住宅全商品に標準仕様として展

開することとしました。  

 

Ⅰ.開発の背景 

「ロングライフ住宅の実現」を事業戦略として推進する当社では、物理的・機能的・

サービス面という三つの基本要件に加え、近年では「住まう人の心の充足」という視

点からロングライフ住宅の拡充を図っています。家族のあり方や自然との関わり方な

どの住まい方に加え、空間の心地よさや建物の外観デザインも大きなテーマと捉えて、

さまざまな検討を重ねてきました。今回発売する「新大地」は、多くの人に世代を超

えて支持されることを目指し、ＡＬＣコンクリートを素材とする住宅が寄棟屋根との

組み合わせで表現できる美しさを追求し、“ヘーベルハウスらしいデザイン”を実現

しようとしたものです。余分な装飾的要素を排除した、飽きのこない落ち着いたデザ
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インは、際立つ自己主張を控え、街並にも違和感なく溶け込みます。 

 

Ⅱ.商品の特徴 

■量塊感を感じさせる壁面構成（ジーファスタイプ「ＰＪ目地」の採用）  

外壁面は、壁としてのボリューム感を明確に認識できる面構成を基本としています。  

シンプルな屋根との対比で量塊感を表現する素材のモチーフとして堆積土をイメージ

したジーファスタイプ「ＰＪ目地」の外壁を新たに導入し、重量感のある寄棟屋根との組

み合わせで、大地にしっかりと根付く印象的な外観を表現しています。  

 

■ 内部空間と外部空間を繋ぐ開口部の印象的な使い方  

外部と内部を繋ぐ開口部は、天地丈のフルハイトサッシを多用し、量塊感のある壁

面との対比を際立たせることで、印象的なファサードを構成しています。また、光と

風を取り込み、外部空間と一体となった空間の心地よさが感じられる「賢く開く」デ

ザインを提案しています。  

 

■シンプルで重量感のある屋根形状  

シンプルな美しさを表現するために、単純な棟形状を基本とし、合わせて軒先形状の見

直しを行いました。内継手方式を採用したオリジナルデザインの樋を開発し、軒樋・軒

天・金物が一体的に見えるすっきりした美しい納まりとしました。これにより一層、屋根

の重量感が感じられるようになりました。また、縦樋の形状も樋つかみ金物が目立たない

楕円形のサイドグリップ方式とし、サッシ色に合わせた新色を用意しました。  

 

■小屋裏空間の拡充  

小屋裏の床もＡＬＣコンクリートであることの構造特性を生かし、より積極的に屋

根裏収納空間を活用できるように、小屋裏収納を高性能断熱材ネオマフォーム 80 ㎜で

包み、断熱性能を向上させました。また、昇降に利用する従来の木製標準階段を軽量

のアルミ製へと変更するとともに、電動昇降式も採用し、使い勝手を向上させました。  

 

Ⅲ.商品概要 

 １．商  品  名  ヘーベルハウス  新大地 

 ２．構  造  骨  組：鉄骨軸組高耐震フレーム構造（ハイパーフレーム構造） 

         外壁・床：ＡＬＣコンクリート（ヘーベル） 

         屋   根：ＡＬＣコンクリート（ヘーベル） 

軽量鉄骨小屋組、強化セメント板、他 

 ３．本体価格  3.3 平米あたり 60 万円～ 

 ４．販売地域  関東、東海、関西、山陽（一部を除く）、九州北部 

 ５．販売目標  （年間）1,000 棟 

 ６．発  売  日  平成 16 年 7 月 10 日（土） 

７．展  示  場    幕張展示場（千葉）、浜松展示場（静岡）、三鷹展示場（東京）   

＜本件に関するお問い合わせ先＞  

旭化成ホームズ株式会社 広報室 木村、岩本、帯屋   TEL．03-3344-7115 

〒160-8345 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル  


